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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・春の会会費：5/6（日）までに支払いして下さい。

参加者　￥5.000　不参加者　￥600
・食事サービス提供管理委員会：5/11（金）15：30～　4Fユーティリティーで開催します。
当日の担当者は、次回出席予定者を決めて出席して下さい。各病棟・施設の担当者は一ヶ月間の食事に対する意見・要望を取りまとめ、事前に栄養まで内容をメールで提出をお願いします。
※提出期限は5/8（火）までです。

・各委員会の公示がありました。各自確認し、活動行なって下さい。

・SST記録物：サイン漏れ等、心理スタッフより指摘がありました。きちんと確認し、主治医毎に分け、心理に提出して下さい。

・看護研究：11月の発表に向け、準備を進めて下さい。（テーマ検討を5月中に）

・症例検討予定

　　　5/7（月）　 村上　幸子様

　　　　　　　　　谷地　サエ様（南病棟にて）

　　　5/10（木）　磯島　貴広様

　　　5/11（金）　木村　格治様

・今年度の看護グループ理念、方針、目標のお知らせ。

看護グループ理念

・病院理念に基づき患者様の意志を尊重し、信頼される看護を提供致します。

・法人の経営方針を理解し方針に沿った部門運営を行います。

看護グループ基本方針

・患者様へ安心・安全な質の高い看護を提供します。

・チーム医療と連携の充実を目指します。

・医療・保健・福祉との連携による継続した看護をします。

・精神科医療における専門的知識・技術の向上に努めます。

看護グループ　平成２４年度目標

１、プロフェッショナルとしての自覚、責任をもった看護実践を行う。

２、多職種との協働関係を構築し、チーム医療の一員として適切な看護を提供する。

３、クリニカルパスを用い、看護の標準化・充実を行う。

４、自ら進んで学習に努め、能力の向上、人材の育成に努める。

＜患者様連絡事項＞

・山本　伸子様　：空腹感強く、大盛り食へ変更（BMIが20台）

　　　　　　　　　体重の増減確認して行きましょう。

・木村　春雄様　：臨時薬継続処方となる。

・峰田　満男様　：点滴療法5/7まで継続処方。

・大下　彌三郎様：点滴療法5/7まで継続処方。

＜隔離室入室患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様　：日中は臥床がちで経過。食事での水かけ・吐薬行為ない。体調の確認に「まあまあ」と問題行動見られず。コップ投げの振り返りに、「自分の中にある物をきれいサッパリにしたい」との返答。

　　　　　　　　　⇒ストレス発散方法・退室時間（体育館）等の検討していく。

・小笠原　久年様：自室での大声あるが、スタッフ対面時は穏やか。排便状況確認のため、トイレの水は止めて、勤務帯毎の確認を行って下さい。

　　　　　　　　　隔離になった理由を問うも、自分の行動を振り返る事出来ず。現実検討行って行きましょう。

・種市　久子様　：臥床傾向で、服薬に時間を要しています。他室侵入・収集行為あり、他者とのトラブルに注意し、入室時のボディチェックをきちんと行なって下さい。

＜要注目患者様ケース検討＞

・安達　貴浩様　：成田様を冷やかし、謝ったが治まらず。大声となり、部屋移動を希望。

　　　　　　　　　Ａユニット移動を検討したが、「もうやらないから…」と。経過観察としています。トラブルに注意して下さい。

・成田　勝弘様　：上記トラブルあり、言動・行動に注意して下さい。

＜安ヶ平Dr診察患者様＞

・高間木　八男様：予測指示5/18まで継続（下剤除剤）
・和田　昌　様　：予測指示5/18まで継続（下剤除剤）
　　　　　　　　　来週定期より、センナリド5T→3Tへ減薬となります。

・清水　徹　様　：予測指示5/18まで継続（希望時シンラック液）
・松橋　清子様　：予測指示5/18まで継続（拒薬時の経過観察）
・種市　久子様　：予測指示5/18まで継続（拒薬時の経過観察）
・木村　格治様　：症状落ち着き、Ｂユニット1号室へ移動となります。

　　　　　　　　　約束事として、①過度な要求。②人・物に対して、手を挙げない事。を説明しています。日々の記録にも反映して行きましょう。

・山田　吉夫様　：体重減少傾向のため、明日よりエンシュアリキット1（缶/日）処方（以後定期）となります。

＜猪股Dr診察患者様＞

・上野　康弘様　：中途覚醒多く、眠剤調整となる。睡眠状況の確認を行って下さい。

＜安ヶ平Drケースカンファ＞

　○高間木　八男様（62）主病名：精神遅滞　　その他の合併症：統合失調症

　　　医師方針：薬物療法により症状の安定化を図る

　　　看護方針：安定した日常生活の援助

　　　　　　　　OTやリハプロ活動に参加し気分転換を図る

　入院中の経過

　　　　　症状は固定化しており一定程度の医療提供欠かせず

　　　　　能力低下によって社会生活が困難

　　　　　時々、心気的訴えに固執されたり、要求通らない時は興奮あり。

　　身体合併症

　　　　　H23.11.10　発熱　呼吸状態の不安定さあり

　　　　　　　　　　　肺炎所見　　絶食・点滴療法

　　　　　H24.2.22　　肺炎　抗菌剤内服治療

　　　　　H24.2.23　　ノロウイルス（-）

　　現在の様子

　　　　　粗暴行為や性的逸脱行為はない

　　　　　体調不良を理由に2～3（回／月）活動欠席あり

　　　　　エンシュア3缶/日服用で、体重6㎏増

　　　　　CT異常ほとんど無い

　　必要と考えられる支援

　　　　　ADL低下予防

　　　　　肺炎予防

　　　　　家族支援　1回/半年

　　　　　　　　　⇒1回/3ヶ月程度に

　　　　　施設入所　出来る所あるのか？

　　　　　　　　　⇒なし







